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論 文 内 容 の 要 旨
噂乳類の脳組織におけるコ- ク酸脱水素酵素の分布に関する組織化学的あるいは細胞化学的研究は1952
年頃より急速に発展し多 くの研究者の強い関心を集めた｡ しかるに脳組織は複雑で軟弱であるため標本作
成の途中で破壊されたり溶解して消失するので, 従来より細胞レベルにおける詳細な研究は困難 で あ っ





幼君動物の脳組織のためのコ- ク酸脱水素酵素の染色法を確立し, 種々の対照実験をも併せ行ない, その
特異性を確認したので, 胎生中期から成熟期まで各段階における猫並びにマウスの小脳のコ- ク酸脱水素
酵素の分布に関する研究を行なった｡ それによって若干の新知見を得ることができ, 以下のど と き結 論
をえた｡ すなわち, 1) 非常に微弱ではあるが酵素活性はすでに胎生中期において認 め られ, 胎生末期
(出産日近 く) には非常に増強される｡ さらにかかる胎児と成熟動物との問には酵素学的に著明な相違が
みられる｡ 2) 小脳のすべての構成要素の発育に伴ない, 猫では生後 6 日冒 (マウス/: 5 日目) より著明
な酵素活性の増強が再び認められ, 以後漸次増強を続ける｡ そして猫では65日目, マウスでは19日目でほ
とんど成熟動物と同等の酵素活性が認められた｡ 3) 細胞化学的には本酵素は糸粒体の分布と一致して存
在するのがよく判り, 外顧粒細胞, 分子層中の諸細胞, プ ルキンエ細胞およびその衛星細胞, 寵線維, ベ
ルグマン細胞, 内頼粒細胞およびグリヤ細胞等に活性が認め.られた｡ また発育中の, 白質中の諸細胞にも
強い活性がみられた｡ 特に内額粒細胞の酵素活性の有無については賛否両論があるが, 本研究においては
明噂に酵素活性の存することを観察した｡ 4) 内顧粒細胞層の酵素活性は, 初動 こはプルキンエ細胞層に
隣接した部分に主として認められ, 後になって次第に白質の方へひろがっていく｡ 5) 生後 6 日目までの
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描 (マウス : 8 日目) ではプ ルキンエ細胞の核は属心して細胞体の底部に位置しており, 酵素活性は専ら
樹状突起の起始部に認められる｡ しかしその後はラケット状を呈した細胞体の中心部に位置するようにな












のコ- ク酸脱水素酵素の分布に関する研究を行なった｡ それによって, 小脳皮質各層におけるコ- ク酸脱
水素酵素の濃度を経時的詳細に追求記載したが, 元来発育中の小脳について同酵素の消長の詳細を追求し
たものはきわめて少ないうえに, 胎生期から成熟斯までを検索したのは本研究がはじめてである｡
以上本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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